
１．水道ビジョンの改定にあたって
本市水道事業は第１次名張市水道ビジョンを策定し、老朽化した施設や設備、管路の更新、非常時対策と

して耐震化や緊急遮断弁の設置による緊急時貯留の確保、応急体制の充実、経営の安定化や効率化などに取

り組んできました。

しかし、人口減少と節水機器の普及などによる給水量の減少傾向は継続しており、それに伴う給水収益の

減少が事業経営に及ぼす影響も大きくなっています。また、南海トラフ巨大地震の発生確率の高まり、異常

気象の発生頻度増加による風水害などのこれまで想定されていなかったリスクへの対応の必要性も高まって

います。さらに、1970年代以降の大規模住宅地開発により人口が急増し、それに伴う水需要の増加に対応す

るために整備された水道施設が、近い将来、経年化等による更新対象となり、その莫大な更新費用により事

業経営を圧迫することが懸念されるなど、ますます本市水道事業を取り巻く環境は厳しさを増しています。

このような状況の中で、高度化、多様化する新たな課題へ取り組みながら、将来にわたって良質な水道

サービスの提供を続けていくために、第1次名張市水道ビジョンの考え方を踏襲して、第２次名張市水道ビ

ジョンを策定します。この第２次名張市水道ビジョンは、本市水道事業の現状と将来見通しを分析するとと

もに、本市が目指す未来の水道事業を定め、その実現のための方向性や実現方策を示すものです。

第２次名張市水道ビジョンは、第１次名張市水道ビジョンでの取組や名張市の総合計画である「新・理想

郷プラン」との整合性を図るとともに、2013（平成25）年度に厚生労働省が策定した「新水道ビジョン」の

内容も踏まえ、50年後100年後を見据えた基本理念や理想、基本方針を示すとともに、それらを実現するた

めに当面実施しなければならない事業を示したものです。

事業計画期間は、2021（令和3）年度から2030（令和12）年度までとします。
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２．現状と将来の見通し
現状分析として、第１次名張市水道ビジョンの施策に対する取組を自己評価するとともに、業務指標

による他事業体との比較、基本計画における詳細な検討結果などから、以下のとおり整理しました。

また、人口及び水量は現在までの減少傾向が今後も継続する見通しです。管路や設備の更新需要は増

加する見通しで、特に管路は急激に増加する見通しです。これらを踏まえた水道事業経営は、厳しい状

況になることが予想できます。



【経営戦略の運用】
水需要の減少に伴う料金収入の減少と更新需要の増加に対して、

具体的な財源確保の方策を立てるために、経営戦略を検討してい

ます。経営戦略では、アセットマネジメントを含めた、基本計画

の内容を反映した中長期的な投資の見通しと財源の見通しの試算

等を行っています。

今後は、経営戦略の内容を踏まえた上で、水道料金体系の見直

しも視野に入れた財源確保の検討を行い、持続可能な水道事業を

目指します。

【老朽化設備の計画的更新】

機械・電気設備は、法定耐用年数や基準年数に従って更新する

「時間計画保全」によって更新してきました。

しかし、今後は更新費用が増大していくことから、時間計画保

全に加えて、対象設備の状態を把握し、修繕による延命化も含め

た適切な対応を行う「状態監視保全」の考え方によって更新ピー

クの平準化に取り組み、それらを反映した機器別の更新計画を策

定し、計画的な更新を実施します。

【管路更新（耐震化）の推進】
法定耐用年数を超過した管路は、年々増加傾向にあります。後

述するアセットマネジメントにより更新費用の平準化を行いつつ、

適切な財源確保に努め管路更新を推進します。

耐震性の低い基幹管路と本市の基準年数である50年を経過した

管路を中心とした更新を進めていきます。

【水安全計画の運用】
安全な水道水を供給する上で、水源からじゃ口まで水質汚染事

故等の様々なリスクが存在しています。これらの危害による水質

への影響を未然に防ぎ、危害が発生した場合にも迅速な対応を可

能とするために、水安全計画では事象別のリスクレベルに応じた

管理措置と監視方法と異常発生時の対応マニュアルが設定されて

います。今後も設定された水質管理・監視を行い、異常発生時に

はマニュアルに沿って適切な対応をしていきます。

変化していく自然環境、事業環境の中で今後も水安全計画の有

効性を確保するために、毎年度見直しを実施します。


